
矢崎節夫氏選

金子みすゞ朗読会

童謡詩人・金子みすゞ記念館館長の矢崎節夫氏が選んだ「金子みすゞ」の詩を
上市町のボランティア団体「なずなグループ」が映像に合わせて朗読します。
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矢崎節夫氏

童謡詩人の佐藤義美、まど・
みちおに師事。1982年童話
集『ほしとそらのしたで』で、
第12回赤い鳥文学賞を受賞。
また、童謡詩人金子みすゞの
埋もれていた遺稿を見つけだ
し、『金子みすゞ全集』とし
て出版、以後その作品集の編
集・出版にも携わっている。
金子みすゞ記念館館長。

音訳ボランティア

なずなグループ

上市町の視覚障害者協会の利用希望の方に、毎月、
広報上市と暮らしの情報を録音したテープの送付
等の活動を着ているボランティア団体
〈受賞歴〉
・（財）読売光と愛の事業団福祉奨励賞
・上市町善行賞
・中日ボランティア賞（北陸中日新聞）

第三展示室にて

朗読内容

～金子みすゞの童謡より～
大漁・こだまでしょうか・さびしいとき・土・私と小鳥と鈴と・星とたんぽぽ・積もった雪・こころ
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